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研究成果の概要（和文）：製品やサービスの開発時には、消費者やユーザの立場にたって、製品やサービスが生
活や業務にとって意味があるかどうか(意味性)を重視する必要がある。そこで、意味性を明確にするために、ユ
ーザ経験という観点に立ち、その実態を把握する手法を開発した。当初は、ビジネスマイクロエスノグラフィと
呼んでいたが、ユーザ経験に焦点を当てているため、経験想起法(ERM: Experience Recollection Method)と命
名した。これは使用開始当時から現在までの人工物との関わりを想起してもらい、エピソードと経験評価値(+10
～-10)を継時的に記録する手法であり、ユーザ経験の実態が把握できるようになった。

研究成果の概要（英文）：It is necessary to confirm and emphasize the meaningfulness of products and 
services for improving the quality of life and job of the user (or consumer). Hence, a new method 
was developed for conducting the research to clarify the meaningfulness. The method was first called
 as "Business Micro-ethnography" but later, it was renamed as the Experience Recollection Method 
because the method is focusing on the experience of users. In this method, users were asked about 
the episodes that occured from the beginning of the use till the present time. They are also asked 
to rate the experience value (or the degree of satisfaction) from +10 to -10 of each episode. This 
method faciliated to grasp the real user experience effectively and efficiently. 

研究分野： ユーザ中心設計
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１．研究開始当初の背景 
 製品やサービスは、事業者の側からは利益
を得るために行う活動であるが、それを利用
するユーザの側からは、その利用ないし存在
が自分の仕事や生活にとってどれだけ有意
義であるかが重要である。製品やサービス、
すなわち人工物がユーザにとって有意義で
あるかどうかを申請者は人工物の意味性と
考えており、意味ある人工物は満足度を高め、
また満足できる人工物は意味があるという
関係から、意味性と満足度を同義とみなして
いる。ただし、意味性は品質特性のひとつと
しての捉え方であり、満足度はユーザの主観
的感性の度合いである。 
 この満足度(意味性)を把握するには、一般
には評定尺度が利用されているが、単に「そ
れ」に満足しているかどうかを尋ねても、人
工物の改善につながる有益な情報は得られ
ない。エスノグラフィの分野では、調査の焦
点をしぼったマイクロエスノグラフィとい
う手法が提唱されてきたが、同じような考え
方から特定の人工物に焦点を絞り、それに関
するユーザの経験における満足度をきちん
と把握する手法が望まれていた。 
 
２．研究の目的 
 満足度に注目したマイクロエスノグラフ
ィの手法には、その時系列的な変動を把握し
ようとする UX グラフが提唱されている。そ
れは時系列に沿って満足度のレベルを表現
したグラフを描画させる手法であるが、グラ
フの上下する意味をさらに明確にする必要
があるなど、幾つかの課題があった。そこで、
その手法を改善する形で、新たな手法を開発
することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 まず、UX カーブを累計 300 サンプルほど集
め、その分析を行った。UXカーブの例は下図
のようなものである。 

 
その結果、(1)カーブそのものよりも、その
変曲点に相当するエピソードが重要である、

(2)利用開始以前の期待感もUXの一部として
含める必要がある、(3)エピソードの横座標
は時間的位置をあらわすが、縦座標は経験の
満足度の指標として考えられる、(4)累積的
UX というよりは各時点での UX と解釈すべき
である、(5)カーブが急激に変化している変
曲点には特に注目すべきである、(6)変曲点

からの上昇(下降)分の縦座標の差分が、当該
エピソードの満足度と考えられる、などが明
らかとなった(2014 年度)。 
 ついで前年度の分析にもとづいて UX カー
ブの課題を改善した UX グラフを開発した。 
 UX グラフの描き方は次のようなものであ
る。 
(1) まず出来事について記述する 
対象となるものを購入(入手)する前から、

購入(入手)した時、その後使い始めてから現
在まで、そして今後の近未来についての時間
軸を説明するとともに、イメージをしてもら
いながら、出来事を記述する 
(2) その出来事に関する「満足度」の水準を

グラフにプロットする 
(3) これを繰り返す 
(4) 最後に出来事を線で結んでグラフにする 
グラフは原則、プロットした点を結ぶが、

「そういう出来事があったにも関わらず、満
足感はこのくらいだった」という場合は、グ
ラフの線は点を通過しなくてもいい 
サンプルは下図のようなものである。 

 



 なお、UX グラフについては、広く一般に利
用してもらうため、Web ツールを開発し、公
開した。利用者は、 
https://ux-graph.com/ver4/index.php?lan
g=en にアクセスして、データ入力をすること
により、PDF化されたUXグラフを入手できる。 
この UX グラフには、インタビューや観察

といった一般的なエスノグラフィックな手
法とは異なり、総括的な評価を満足度という
指標によって定量的に把握することができ
た。ただし、UX グラフは横軸に年度を等間隔
で取るなど、手法として厳格であったが、人
間の記憶はそこまできちんとしたものでは
ないため、横軸をこまかく取ることには意味
がないと考えた(2015 年度)。 
 そこで、横軸に相当する時間軸については、
利用開始前、利用開始時点、現在まで、現時
点、今後、といった大まかな区別だけとし、
グラフによる視覚的表示をやめることにし
た。それを経験想起法(ERM: Experience 
Recollection Method)と呼ぶことにした。イ
ンフォーマントの印象評定によって、この手
法による経験の記述は容易で、自分の経験を
数値(+10 から-10)によって評価するという
ことは初めてだったので新鮮に感じられた
などの肯定的な評価が得られた(2016 年度)。 

 
 
４．研究成果 
 本研究の成果として ERM の開発を行った。
その後、2017 年度に入って、IPA/SEC との共
同研究において、ERM の利用を提案したとこ
ろ、積極的に受容された。その提案では、UX
についてERMで調査した結果をアイテムごと
に KJ 法を適用して、分類し、その結果を次
のバージョンの企画にフィードバックする、
というものである。たとえば、携帯電話であ
れば、バッテリーの保ちについてのエピソー
ドを30-50人ほどのインフォーマントから集
め、その評価値の代表値を求め、「バッテリ
ーの保ちの悪さがこれだけユーザの経験
(UX)を落とさせている。他のフィーチャーに
注力するのも結構だが、まずはバッテリーの
保ちの良さに注力して開発を行うべきであ
る」というような提言を行うわけである。満
足度の平均や分散などの定量的な指標があ
るので、どの問題が喫緊の課題であるかを関
係者に理解してもらいやすくなる。 
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